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1   はじめに 

ポリアニリンは最も研究されている導電性高分子

の一つある。染料化学の主原料であるアニリンから、

水中で酸および酸化剤を用いるのみで合成できる。

ポリアニリンは、殺菌材料、防錆材料、帯電防止材

料、有機 EL 素子のバッファー層および太陽電池材

料に応用されてきた。しかし、不溶不融のためポリ

スチレンやアクリルなどの汎用プラスチックのよう

な成型加工を行うことができず、製品化に難点があ

る。これを解決するために、我々は現在までに紙パ

ルプや生物の表皮にポリアニリンに複合化したシー

トにすることや、固めて大きなプラスチック材料の

作成を行ってきた [1,2]。しかし、汎用のプラスチッ

ク材料とのコンポジット化は同様の手法では困難で

あった。今回、微量のヨウ素の添加によって、アル

コール、トルエン、クロロホルムなどの汎用有機溶

媒中でのポリアニリンの合成ができることを発見し

た。当初アニリン硫酸塩は有機溶媒と相溶性が低い

ためにこの反応は進行するとは思えなかったが、試

行錯誤の末フラスコ内がポリアニリン特有のエメラ

ルドグリーンをなしていることに気づき、この発展

に至った。しかし、コンポジットにした際には赤外

線吸収スペクトルだけでは分子構造の同定は不十分

である。そこで、この結晶性を評価することで、ポ

リアニリンおよびコンポジットの生成を確認するこ

とに至った。高エネルギー加速器研究機構の放射光

XRDを使用することで、詳細な構造まで同定できた

[3]。 

2 実験・結果 

 クロロホルムに溶解したポリスチレンまたはアク

リル樹脂の濃厚高分子溶液中でヨウ素を添加してポ

リアニリンを合成した。また高分子液晶であるヒド

ロキシプロピルセ

ルロースとのコン

ポジット化も行っ

た。そしてそれら

の構造を光学顕微

鏡で確認し、ミク

ロ相分離構造によ

るコンポジット化

を確認した (Figure 

1)。次に、BL-8B にてコンポジットの微細構造を確

認した。ポリアニリンのシグナルを確認するととも

に、ポリスチレンやアクリル樹脂の回折も見出すこ

とができた。以上からミクロ構造からなるポリマー

アロイの生成を確認できた。このアロイは、溶媒へ

の溶解が良好であるために、厚いインゴットやシー

トをキャスト法によって作成できる。また、熱溶融

性もあるため、金型を使ったプラスチック部品の作

成も可能である。 

 

3 まとめ 

 ポリアニリンの有機溶媒中での合成方法を確立し

た。さらに、導電性ポリマーアロイを作成した。こ

の構造の同定をフォトンファクトリーBL-8B にて行

った（課題番号 2021G503）。この新しい技術により、

導電性ポリマーのプラスチックエレクトロニクスへ

の応用の範囲が大きく広がったと思われる。 
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Figure 1. Polyaniline/acrylic 

composite. 


